
本 文 ・ 署 名 の 記 述 方 法

【本文 01】 

≪本文≫シートを編集します。 

件名は送信のための必須項目となっていますから、忘

れず設定してください。 

▲ページの先頭へ ●マニュアルに戻る

【本文 02】 

メール本文を書きます。 

メール本文には文字制限があります。あまりに長いメ

ール文章を送ろうとすると、空白のメールに変わってし

まうことがあります。 

置換項目を使用すると、細部の異なるメールを簡単に

作成することができます。 

 

※ [ ] で囲まれた文字は赤くなりますが、送信リスト

シートと一致しているかは保障しません。書き間違え

などないよう、ご注意ください。 

▲ページの先頭へ ●マニュアルに戻る

【本文 03】 

≪通常の添付ファイル≫は圧縮しないで送るファイル

の設定エリアです。 

10個まで指定できます。 

▲ページの先頭へ ●マニュアルに戻る

【本文 04】 

≪ファイル追加≫ボタンをクリックして、選択ダイアログ

を表示します。 

一度に複数個のファイルが選択できます。全体で10フ



ァイル目以降は無視されます。また、無効なファイルを

含む場合は書込みがされないか・その旨を指摘するメ

ッセージが表示されます。 

▲ページの先頭へ ●マニュアルに戻る

【署名 01】 

署名を記憶し、使用したい場合は≪署名シート≫の編

集も行ってください。 

署名を記述すると、毎回使用することになります。 

▲ページの先頭へ ●マニュアルに戻る
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